
ナノピアＤダイマー（第一化学）を使用しての検討

STA-Rを使用したDダイマー測定試薬の基礎的検討

【目的】Dダイマーは安定化フィブリンがプラスミンによ

って分解されたFDPの1種でありDICや各種血栓性疾患にお

ける二次線溶亢進状態の把握に重要な指標として用いら

れている。今回、我々はナノピアDダイマー（第一化学）

の基礎的検討を行う機会を得たのでここに報告する。

【方法】①測定原理：検体中のDダイマーと試薬中の抗ヒ

トDダイマーマウスモノクローナル抗体感作ラテックスと

抗原抗体反応を起し凝集して濁度が増加する。この変化

率から濃度を求める（ラテックス凝集法）②測定試薬：

ナノピアDダイマー（第一化学薬品）、STAライアテストD

ダイマー（ロシュダイアグノスティック社）③使用機

器：全自動血液凝固分析装置STA-R（ロシュダイアグノス

ティック社）

【結果】①同時再現性：(n=10)３濃度のCVは、高濃度

1.1%～低濃度7.5%②日差変動：（7日間）2濃度のＣＶ

は、3.3%～4.2%③希釈直線性：50μg/mlまでほぼ直線性を

認めた④共存物質の影響：遊離型および抱合型ビリルビ

ン、ヘモグロビン、乳び、アスコルビン酸について、検

討範囲内で影響は見られなかった④他試薬との相関：

n=30、相関係数r＝0.91、回帰式y（ナノピアDダイマー）

＝1.81x（STAライアテストDダイマー）+0.10との結果が

得られた

【まとめ】検討の結果、本試薬は日常検査に有用である

と思われる
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